
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
糖脂質は細胞の種類や状態により構造が異なり、その組成比や単一構造その

ものが細胞機能を制御することで、様々な生命現象に関与している。一般的に

糖脂質代謝はゴルジ体で行われるが詳細な機構は解明されていない。解決の糸

口として我々は細胞内で糖鎖修飾される蛍光標識化糖脂質プローブ

(LacCer-BODIPY)を用いて、糖脂質の組成および局在変化の解析を試みている。 
本研究において我々は、プローブの添加条件および顕微鏡操作法を精査し、

ライブセルイメージングを行った結果、糖脂質のリサイクリング経路の可視化

に成功した。また、神経様細胞の分化過程における膜流動性変化について本プ

ローブを用いて計測したところ、流動性の上昇が神経様突起伸展の起因となる

ことを見出した。 
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細胞生物学や分子生物学など生命機能の解明を目指す研究分野において、異

なる分子の染め分けが可能なマルチカラーイメージングは最も重要な研究手法

の１つである。しかしながら、マルチカラーイメージングでは、サンプルその

ものや対物レンズを含むガラスが持つ波長依存的な分散特性の違い（色収差）

のために波長ごとに結像位置がずれてしまうことで、誤った結論を導き出す危

険性を孕んでいる。特に、近年開発された超分解能顕微鏡によって顕微鏡の分

解能が向上した今、色収差を高精度に補正する技術の開発がマルチカラーイメ

ージングにとって喫緊かつ必須の課題となっている。我々は四象限位相相関法

と名付けた手法を用い、特殊な補正用マーカーを必要とせず、これまでの手法

よりノイズに強く、計算時間が短く、かつ高精度に色収差を補正するソフトウ

エア Chromagnon (https://github.com/macronucleus/chromagnon) を開発

した。本セミナーでは普段の観察では気付きにくい色収差がマルチカラーイメ

ージングに与える影響を解説し、その対処法についてハード・ソフト両面から

議論させていただきたい。 

 

高精度色収差補正ソフトウエア Chromagnon 

の開発と超分解能マルチカラーイメージングへの応用 
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